
株式会社フレスタホールディングス

１．サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系列等を超えた新たな連携

・サプライチェーン全体の情報共有・可視化により業務の効率化を推進している。

・「物流の2024年問題」への対応として、物流業務の効率化に向け、輸配送の課題を可視化することにより、ドライバー稼働

率や積載量等の改善を図った。

【具体的な取組事例】

・納品時間指定の緩和により、配送コースが見直しされ、コース当たりの単価が上昇。又、積載量も10％改善。

これらの効果により、パートナー企業への価格転嫁に結びついた。

・パートナー企業の待遇改善を目的とし、他社との共同配送を行うことで、配送コースの見直しに取り組んだ。

・自社でシステム（デジタルピッキング）を導入。パートナー企業にシステム支援をしたことで、業務の効率化を図った。

２．「振興基準」の遵守

・価格協議の申し入れがあった場合には協議に応じ、合理性を確認する等、パートナー企業と十分に協議している。

・燃料サーチャージ設定により、定期的な改定を実施している。

・「お取引先様アンケート」を通じて、改善活動に取り組んでいる。

会社概要

本 社：広島市 安佐南区

事業概要

創業 明治20年。

グループ会社の事業統括及び

シェアードサービス事業。

取組内容

小売業（スーパー）

工夫のポイント、背景等

株式会社フレスタ
ホールディングス様より一言

「進取の気性」「正直な商売」

をモットーにこれからも地域の

お客様、お取引先様との関係を

大切にしていきます。

IT機器、設備導入支援

・サプライチェーン全体の情報共有・可視化により業務の効率化を推進し、パートナー企業との共存共栄を

目指します。
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